
序章 県の施策体系

本県は、平成 5 年 2 月に県民の環境に対する行

動規範として「千葉県環境憲章」を策定し、自然

環境の保全と快適な生活環境の確保に努めてきま

した。

さらに、同憲章の精神と、同年 11 月に制定され

た「環境基本法」を踏まえ、環境負荷の少ない持

続可能な社会を構築するとともに、地域の自然、

文化、産業などを含む魅力ある環境の保全により、

快適な環境の実現を図っていくため、平成 7 年 3

月に「千葉県環境基本条例」を制定しました。

この条例は、「環境基本法」との整合性を図りつ

つ、県の環境の保全について基本理念を定め、県、

市町村、事業者及び県民の責務を明らかにすると

ともに、環境の保全に関する基本的な事項を示す

ものです。

条例第 9 条に基づき策定している「千葉県環境

基本計画」については、従来、その進捗状況を環

境基本計画年次報告として作成、公表してきまし

たが、平成 28 年度からは、年次報告を環境白書に

盛り込み、一本化を図りました。

このため、本書においては、各節ごとに、次の

項目に沿って、環境基本計画の進捗状況等につい

て記載をしています。

「１． 現況と課題」：

計画で示された現況と課題に対し、最新の状況

を記載

「２． 県の施策展開」：

計画で示された県の施策展開に対する実績を

中心に、施策の実施状況を広く記載

「３． 環境基本計画の進捗状況の点検・評価等」：

計画で示された進捗を表す指標に対する状況と

評価及び平成 30 年度の主な取組、分析と今後の

対応方針を記載

なお、今年度の環境白書では、第 2 次環境基本

計画の最終年度が平成 30 年度であったことから、

前計画の内容に基づきまとめています。（平成 31

年３月に策定した第 3 次計画の内容は、「第 1 部

特集」に掲載）

千葉県環境基本条例

千葉県環境基本計画

環境基本法

関連法

・地球温暖化対策推進法

・自然環境保全法

・廃棄物処理法

・大気汚染防止法

・水質汚濁防止法

・環境教育推進法

・環境影響評価法 など

関連条例

・千葉県環境保全条例

・千葉県自然環境保全条例

・廃棄物の処理の適正化に関する条例

・千葉県環境影響評価条例

・残土条例

・千葉県再生土の埋立て等の適正化に

関する条例 など

分野別個別計画

・千葉県地球温暖化対策実行計画

・生物多様性ちば県戦略

・千葉県環境学習基本方針

・千葉県廃棄物処理計画

・千葉地域公害防止計画

・自動車排出窒素酸化物及び自動車

排出粒子状物質総量削減計画

・湖沼水質保全計画

・千葉県バイオマス活用推進計画

など

循環型社会形
成推進基本法

生 物多様性
基本法

環境保全のための具体的な施策の展開
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